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友
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兼
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治

・
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今
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可

の

使
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充

選

挙
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州
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常

設

さ

れ
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門
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選

挙

運
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と

は

ど

ん

な

行

一

の

選
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克
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度
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も

あ

り

ま

し

て
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立

町

三

宮
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時

執

行
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に

選
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あ
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す
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い
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さ
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郎
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萩
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を
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札
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刊
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鉱
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円
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来
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刊

誌
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一

就

職

の

手

的

送

り

長

守

一

一

問

一

語

刊

初

当

叩

摂

取

比

一

日

刊

誌

マ

信

ず

る

一

れ

盟

諸

説

即

日

一

軒

諸

問

立

諒

一

、

J
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M
Y
官

協

力

を

お

題

い

一

堅

持

4
月
十
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円
か
一

M
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山

民

訪

日

一

な

詰

諮

問

臨

時

一

議

民

日

都

所

の

ス

一

火

葬

場

の

特

に

池

町

民

間

る

一

一

一

時

以

詑

堵

に

堪

1
1所
一
新
し
く
発
足
す
る
畏
浜
町
は
止
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
観
光
施
一
滴
な
る
還
雪
図
り
た
い
と
存
一

L
ぶ

れ

が

禁

の

?

て

一

ら

臣

民

月

九

一

一

々

選

挙

と

い

う

と

と

が

判

明

出

一

る

7
2一
一
一
町
以
外
の
区
域
で
な
一
海
鼠
食
ふ
入
歯
鳴
ら
し
て
父
健
一

一

顧

み

ま

す

れ

ば

当

長

浜

町

民

一

民

詰

門

叶

ト

川

時

計

一

語

草

草

ド

一

げ

収

納

長

山

耳

れ

い

一

引

役

立

可

呈

さ

れ

て

い

る

?

生

比

一

M
m肝
心

?

し

て

お

り

、

一

十

仁

レ

詩

同

時

同

っ

て

一

山

凶

器

ゆ

刊

日

諸

問

一

在

会

菊

鳩

浮

雨

一

一
春
以
来
関
係
ム
ハ
ケ
町
村
長
て
一
し
撲
〈
束
手
間
刷
会
怪
て
郡
内
を
一
日
と
札
て
居
り
ま
す
一
り
い
ろ
く
困
ご
と

7
A
J
r品
川
町
知
一
広
い
れ
一
一
川
町
野
齢
制
一
特
定
は
単
数
を
震
し
な
い
υ
一
制
限
し
て
許
さ
れ
て
い
る
が
町
一
内
に
あ
る
事
務
所
は
選
挙
事
務
↓
切
手
大
根
干
さ
れ
し
建
新
し
く
一
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一
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問
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町
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権
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手
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長

町
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し

沿
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ば
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門
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落
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難
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に
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し
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あ
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一
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下
涜
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き
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周
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一
一
翼
を
負
っ
て
居
ら
れ
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の
で
一
如
何
な
る
困
難
を
も
突
破
し
で
一
と
を
念
願
す
る
も
の
で
型
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門
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明
確
に
示
し
、
之
に
依
る
合
理

的
な
地
方
自
治
体
の
運
営
が
強

力
に
要
請
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

蕊
に
於
て
当
町
と
致
し
ま
し
で

は
通
早
く
町
内
各
伎
の
御
烹
締

b
E

承
り
‘
こ
の
国
策
F
順
応
し

速
か
に
泉
の
打
出
す
線
に
協
力

し
て
合
併
の
促
発
を
関
ら
ん
と

す
る
熱
意
を
結
集
、
早
く
も
一
一

万
十
二
日
に
は
長
浜
町
合
併
促

進
委
員
会
を
構
成
、
着
々
準
備

を
整
え
、

λ
月
二
十
六
日
に
は

周
辺
関
係
町
村
即
ち
長
浜
町
喜

多
灘
村
、
櫛
生
村
，
出
梅
村
、

大
和
村
友
び
白
滝
村
を
打
っ
て

一
丸
と
す
る
合
併
促
進
協
議
会

の
結
成
が
成
り
、
爾
来
町
自
体

の
委
員
会
の
み
で
十
七
回
、
協

議
会
関
係
で
は
全
体
及
び
小
委

員
会
並
に
連
結
会
等
を
通
算
す

れ
ば
俸
に
六
十
四
国
の
会
合
を

憲
ね
去
る
十
二
月
十
日
、
終
に

六
ケ
町
村
合
併
の
町
村
議
会
の

議
決
を
見
た
の
で
関
座
い
ま
す

思
へ
ば
永
い
拭
錬
の
幾
日
付
か
で

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
間
し
ば
し

ば
難
局
に
直
面
し
、
時
に
は
分

烈
の
危
機
に
さ
へ
も
さ
ら
さ
れ

た
こ
と
も
ι

あ
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
賢
明
に
し
て
寛
容
な
る

と
一
式
ふ
事
実
に
対
し
ま
し
て
は

、
国
論
を
超
え
た
、
一
品
悼
の
哀

誌
な
き
を
得
な
い
の
で
御
庵
い

ま
す
。

積
み
ま
す
る
に
、
こ
の
六
十
年

間
の
我
が
国
の
推
参
は
汁
定
に

め
ま
ぐ
る
し
叶
も
の
が
ら
旬
、

昭
和
の
初
頭
迄
、
隆
々
と
し
て

躍
進
の
一
途
を
担
っ
て
参
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
大
官
民
盗

殺
に
於
て
一
敗
目
吃
塗
れ
之
を

契
機
に
、
未
曾
有
の
困
難
に
直

面
致
し
た
の
マ
御
庵
い
ま
す

未
だ
曾
っ
て
期
か
る
体
験
を
持

ち
合
わ
さ
ぬ
時
代
国
と
致
し
ま
し

て
は
、
内
外
共
に
そ
の
向
ふ
と

こ
ろ
を
誤
り
、
政
府
も
関
民
も

虚
脱
状
態
に
陪
り
、
人
心
は
そ

の
よ
る
処
を
失
ひ
政
治
は
窓
転

し
財
政
は
逼
迫
致
し
ま
し
て
、

混
沌
た
る
様
相
を
示
し
て
参
っ

た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
今
日
で

は
国
民
賢
し
く
漸
く
こ
の
斑
州
事

よ
り
覚
め
て
、
国
家
再
建
の
為

に
力
強
い
歩
み
す
績
け
つ

L
あ

る
の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
国
の

再
建
は
先
づ
そ
の
細
胞
で
あ
る

と
こ
ろ
の
地
方
町
村
の
再
編
成

に
負
ふ
所
大
な
り
と
の
結
論
の

下
に
昨
年
九
月
町
村
合
併
促
進

訟
を
公
布
‘
町
の
適
百
規
模
を

霊
長
議
時
間
関
時
式

《
十
ご
月
中
届
出
分
〉

V
出

生

今
井
良
左
衛
門
長
男

増

田

長

光

四

男

李

未

龍

四

男

矢

野

繁

利

長

男

高

崎

義

広

三

女

竹

内

辻

市

四

男

村

木

益

友

二

女

磁

井

芳

久

三

女

上

川

忠

雄

長

女

関

岡

幸

衛

長

男

西

崎

明

二

男

和
川
一
一
将
夫
長
男

脊
口
一
貫
兇
=
一
回
均

河

川

諮

明

二

男

山

ド

魚

市

五

女

V

死

亡

品
情
家
ス
ゲ
凶
作

西

本

穣

官

安

出

済

-P
田

熊

太

郎

上
回
キ
ミ
ヨ

泉

伝

市

育

岡

利

雄

初
代
町
長
松
#
健
三
氏
よ
り
数

え
て
一
一
代
清
水
、
三
代
松
井
四

代
西
村
五
代
末
永
六
代
黒
田
、

と
諦
先
・
涯
を
経
て
、
不
符
そ
の

駿
馬
に
附
し
て
非
才
微
力
に
鞭

打
ち
つ
つ
今
日
に
至
っ
て
お
り

ま
す
る
が
、
認
に
発
展
的
解
消

と
は
云
主
、
一
応
町
d
h
T

閉
ず
る

十
一
一
月
二
十
八
日
午
前
十
時
一
ま
し
た
。
本
日
こ
の
席
に
お
鍵

高
等
学
校
講
盆
に
於
て
r

六
十
一
り
の
方
々
は
町
制
実
抱
以
来
こ

有
虫
年
の
歴
史
に
ピ
ロ
ヨ

1
ド
一
の
町
を
育
て
・
3

来
ら
れ
，
或
は

を
打
つ
間
町
式
が
挙
行
さ
れ
た
-
現
在
の
此
の
町
の
政
治
を
推
進

国
政
資
唱
の
後
、
自
治
功
労
一
し
て
項
い
て
ゐ
る
方
々
の
み
一
ピ

者
と
じ
て
現
一
=
復
、
現
議
員
一
一
あ
り
ま
し
て
何
方
も
感
悔
無
量

旧
三
伎
、
永
年
勤
綾
田
議
員
、
一
な
る
も
の
が
め
ら
う
と
存
ず
る

公
職
泌
算
十
五
年
以
上
の
人
々
一
の
で
あ
れ
，
立
寸
・
ω

五
十
七
名
に
対
し
失
々
感
謝
状

及
び
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
次
い

で
町
議
句
史
員
、
庭
査
委
員
、
一

致
背
妥
長
農
業
委
員
等
に
対
j

一

ず
る
記
念
品
の
伝
逃
が
あ
り
、

別
項
の
如
き
宋
永
町
長
の
式
辞

託
会
・
べ
ら
れ
、
満
野
議
長
は
そ

の
b

自
民
生
活
二
十
八
年
を
田
町
制

1

1
長
勺
保
町
発
授
の
歴
史
を
詳

ら
か

L
し
、
今
後
議
々
筏
昌
を

銅
山
せ
と
力
強
い
挨
拶
を
終
り
、

来
炎
と
し
て
池
川
総
務
課
長
、

際
弁
町
村
会
長
の
挨
拶
、
桑
出

直
保
氏
の
元
町
長
と
し
て
の
述

懐
が
為
っ
て
式
を
閉
ぢ
、
さ
さ

や
か
な
小
宴
を
張
っ
て
記
念
す

べ
き
行
事
を
終
ヨ
た
。

閉
町
式
辞

師
走
の
あ
わ
た
だ
し
い
中
す
多

数
御
参
集
頂
き
ま
し
て
感
謝
に

堪
へ
ま
せ
ぬ
。

思
い
ま
す
れ
ば
、
明
治
二
十
三

年
町
村
制
実
施
と
共
に
誕
生
致

し
ま
し
た
我
が
長
浜
町
も
.
後

数
日
b
a
以
っ
て
六
十
周
年
の
歴

史
を
問
、
じ
、
新
生
大
長
浜
町
と

し
て
続
発
足
す
る
こ
と
に
た
り

一
司
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、
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町
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員
会
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二
合
併
全
体
会
議
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四
教
育
萎
員
会

。
七
合
併
全
体
会
議

。
八
極
務
委
員
会

4

九
町
合
併
促
進
委
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会

グ
一
O

定
例
町
援
会
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二
合
併
関
係
町
村
助
佼
会

グ
ニ
一
川
下
区
育
担
・
団
幹
部
会

。
一
回
川
下
区
民
生
萎
員
会

h
y

戸
籍
事
務
打
台
会

。
一
六
合
併
総
務
委
員
会

。
合
併
設
育
委
員
会

ヂ
一
七
農
協
再
建
特
別
委
員
会

h
q

一
入
経
済
委
員
会

グ
一
九
選
挙
管
理
委
員
会

h
v

三
定
例
町
議
会

ヂ
三
合
併
関
係
町
村
選
挙
管

理
一
苓
員
会

h
v

合
併
関
係
町
村
助
伎
会

。
云
一
合
大
関
庶
町
村
教
育
委

員
会

JF

ェ
=
一
一
総
務
委
員
会
・

β

一
夫
合
併
総
務
委
員
会

hr

町
教
育
委
員
会

H
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川
下
区
青
年
団
連
合
会
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投

票

所

お
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で

下
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マ
あ
な
、
ゃ
ん
の
投
票
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入
壌
券
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書

誌

て

あ
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ま

す

投
吉
本
3
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d
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受
附
へ
入
場
学
'
を
お
出
し
下

3
い
受
附
で
は
受
附
者
の
印
を
捺
す

~
か
し
る
し
を
し
て
お
返
じ
し
ま
す
が

衣
に
名
簿
調
照
係
へ

λ
場
容
を
お
示
し
下

3
い
名
簿
甥
照
係
は
あ

な
た
の
お
名
前
を
お
き
き
し
ま
ず
か
ら
は
っ
き

b
お
答
え
下

3
い

衣
に
投
票
用
紙
は
交
付
係
で
投
票
用
紙
bz
受
け
取
っ
て
定
め
ら
れ

た
投
票
記
載
所
で
候
補
者
の
氏
名
を
一
人
書
い
て
投
票
箱
陀
必
ず

入
れ
て
揮
っ
て
下

3
い

字
の
書
け
な
い
人
点
字
技
菓
ど
す
る
入
は
御
串
出
で
下

3
v
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今
は
た
Ir
・
え
を
し
く
と
も
、

こ
の
施
設
が
今
後
高
年
、
本
町

中
等
教
育
の
上
に
果
す
べ
き
大

い
な
る
カ
を
思
ふ
と
き
、
町
民

は
挙
げ
て
之
を
支
援
し
て
然
る

べ
き
で
あ
去
と
思
ふ
。
♂

選
挙
除
Y
'反
罪
を
つ
〈
る
。

聖一乙
7n
交
官

@σ
こ
と
止
て
治

そ
う
し
た
渦
中
に
巻
込
ま
れ
る

如
き
低
劣
さ
か
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か
に
脱
皮

し
た
い
も
の
で
あ
る
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